
袋井商工会議所中期行動計画 2014～2016

明日からのレポート
地域と企業を明るく元気にして
　　　　　　　存在感のある商工会議所を目指します

会員企業の発展を第一に考え、役に立つ商工会議所を目指します。

地域の課題解決に取り組み、社会に貢献する商工会議所を目指します。

地域経済団体としてふさわしい組織・財政・運営基盤を確立し、
存在感のある商工会議所を目指します。

　袋井商工会議所は、2013年で創立20周年を迎えました。地域経済をとりまく環境は厳しい状況が
続いておりますが、向こう3年間の進むべき方向を「明日からのレポート」として明示し、会員・地域
から信頼され必要とされる役に立つ商工会議所活動を展開していきます。

　2014年～2016年の3ヶ年を対象に、当所の行動計画として3つの行動指針と13の取り組みからなる
「明日からのレポート」を策定しました。

　袋井商工会議所は、会員・地域から高い評価を受け、
信頼され必要とされる商工会議所であることを追求し、
地域と企業を明るく元気にする存在感のある商工会議所
を目指します。

基　本　理　念

中期行動計画の概要

行　動　指　針
企業をよくする

地域をよくする

組織をよくする

企業を
よくする

地域を
よくする

組織を
よくする

［行動指針］

存在感があり、さらに頼り
になる商工会議所へ！

Ⅰ.中小企業の経営課題に対する
　 経営・支援体制を強化
Ⅱ.ビジネス拡大のための交流支援
Ⅲ.国際化への積極的な支援
Ⅳ.人材育成・確保の支援
Ⅴ.会員企業の環境問題への意識醸成と
　 取り組みへの支援

Ⅰ.農を活かしたビジネスモデルの創出
Ⅱ.賑わいの創出
Ⅲ.観光資源の活用
Ⅳ.新たな地域ブランドの創出
Ⅴ.行政への積極的な提言・要望活動

Ⅰ.財政基盤の強化
Ⅱ.事務局機能の強化
Ⅲ.連携活動の強化

ワンストップ・ビジネス総合
支援体制を構築して、最初
に相談したい窓口へ！

行動指針①
人、企業、団体が集い、情
報が集積する地域活性化
の中核拠点へ！

行動指針②

行動指針③




